
 

  



  

  

  



  

  



  

  



  

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



液循環の変更による音圧変化（１６０ｍＶ－＞７７０ｍＶ 約５倍） 

 

 

 

  



液循環による振動モードの変化 

 

 

 

  



 

改善事例：ステンレス容器をガラス容器に変更 

 

 

    ステンレスの間接容器         ガラスの間接容器 

 

 

  



測定（下図）により＝超音波がほとんど伝搬していないことが判明 

水槽を含めた多くの問題を確認し、新しい装置の製作を提案 

 
 

 

 振動モードの制御・利用は、適切に利用すると効果的です 

 水槽・・による低周波のモードにより大きく減衰したのが上部データの装置です 

  



  
 これは非常に幅広い超音波の伝搬（周波数・音圧）状態を実現させた状態です 

  



 

  

【本件に関するお問合せ先】 

超音波システム研究所 

ホームページ  http://ultrasonic-labo.com/ 

ホームページ  http://www.green.dti.ne.jp/aabccdx/ 

http://ultrasonic-labo.com/
http://www.green.dti.ne.jp/aabccdx/

